
一 般 質 問 通 告 書 

 次の件について、会議規則第 60 条の規定により、一般質問の通告をいたします。（全体所要時間  

６0 分） 

平成  2８ 年  ８ 月 ３１  日 午前・午後      時      分 受付 

                              広陵町議会議員  山田美津代   印 

 広陵町議会議長    笹井 由明  様 

質問の要旨（できるだけ具体的に） 答弁者 

質問事項 １、百済から松塚までの町道３号を拡幅して安全に通行できるよう対

策を早急にしてください。 

＜内容＞ 百済地域は、どの駅にも遠く松塚に出て電車で大阪などに行くことになりま

すが、松塚に行く町道が道幅も狭く自転車で通るのに非常に危険です。 

先日通ったところ大和高田市側の一部が拡幅されていましたが、まだまだ自転車で

通るのには危険だと住民は言われています。高齢者もこれから増えてくることは十分予

想されます。車から自転車に替えざるを得ない方も増えてきます。 

そこで自転車や徒歩の方が安心して通れる道路を平行して作るか今の自動車道に

自歩道を拡幅して作るかして安全に松塚に行けるよう至急検討がいるのではないか？ 

町長 

質問事項 ２、広陵町の教育現場の民主主義を問う 

＜内容＞ 自民党が公式ホームページで「学校教育における政治的中立性について

の実態調査」を呼び掛けていました。参議院選挙後には終了しましたが、「政権与党が

密告を奨励するのか」と短期間で大きな批判を浴びたにも関わらず寄せられた情報を

活用しようとしています。このことについて教育長の見解をお聞きしたいと思います。 

教育長 

質問事項 ３、 倒壊の恐れのある空き家対策の検討は？ 

＜内容＞  町内で増えている空き家で、利用価値のある家なら空き家コンシェルジュ

などのアドバイスで若い世帯に低家賃で貸すとか、古民家利用とかが検討されていると

ころもありますが、今にも壊れそうだったり南郷の例のように土塀が倒れそうで近隣が不

安を感じておられるところなどが今後増えてくることが予想されます。そういうところで資

産力があるところ、経済的に余裕があるところは解体するなり、補修するなりできます

が、普通のサラリーマンでは１００万とか２００万とかかける余裕はありません。国は固定

資産税を高くして手放すよう計画をしていますが、おいそれと売れるところばかりではあ

りません。そこで放置されて何年も経過している状態です。 

ここで自治体の出番ではないでしょうか？ 

神戸市が空き家対策として密集地、とか倒壊寸前とか資産力がない場合とかの条件を

満たせば、町が固定資産税、や、解体費用を持ち解体して火災時の類焼を防ぐ空き地

にするとか、ミニ公園を作るとか広場の確保やいろいろなことを実施されています。 

是非検討して取り入れていただきたいと思います。 

町長 

 



質問の要旨（できるだけ具体的に） 答弁者 

質問事項 ４、公共施設の縮減は慎重に 

＜内容＞ 以前、広陵町公共施設等総合管理計画の概要版を提出いただきびっくりし

ました。１３の施設を縮減される予定で４０年の計画だとの内容でした。その中に交通公

園があり以前の議会ではそのことも取り上げて質問いたしました。 

今回縮減される予定の施設の中には中央公民館、各体育館、幼稚園、放課後育成ク

ラブ、防災倉庫などがふくまれています。なかでも中央公民館は、各種クラブの発表会

が活発に行われて１１月の文化祭ではいろいろな才能が披露されます。クラブに所属さ

れている住民はその日のためにお稽古や修練に日々励んでおられます。その活動の

礎になる公民館をもっと使いやすく、エレヴェーターもつけて高齢者も使えるようにして

欲しいいという町民の願いも大きくなってきています。この縮減計画は国の指導のもと

行われているものですが住民の願いに背くものではないでしょうか？ 

  経費削減のためコストを下げるためという理由で住民のささやかな楽しみを奪うこと

になりかねません。この計画はまだ決定ではありません。住民の意見を十分取り入れた

計画をつくるべきです。 

町長 

  

 

 

質問の内容につきましては、詳細に記入してください。 


